
JA氷見市営農販売課

月 時期 対象病害虫 散布薬剤名 希釈倍率 収穫前日数 年間使用回数 重点作業

1

（発芽前）

カイガラムシ類・ハダニ

類・越冬病害虫
10倍 発芽前

ふくろみ病 140倍 ʷ ʷ

（展着剤を加用）

または

ふくろみ病・炭疽病 チオノックフロアブル 500倍 14日前まで 3回以内

カイガラムシ類 トモノールS（★補足） 20倍 発芽前 ʷ

（展着剤は加用しない）

下
（発芽直前）

かいよう病・黒斑病 ICボルドー412 30倍 ʷ ʷ

（落弁期）

灰星病 ベルクート（水） 1000～2000倍 3日前まで 3回以内

アブラムシ類・シンクイムシ類 アディオンフロアブル 1500倍 前日まで 2回以内

黒斑病 マイコシールド 2000倍 21日前まで 3回以内

カイガラムシ類（幼虫） アプロードフロアブル 1000倍 14日前まで 2回以内

灰星病 アミスター10フロアブル 1000倍 前日まで 3回以内

アブラムシ類 ウララDF 2000～4000倍 7日前まで 2回以内

上 カイガラムシ類・シンクイムシ類 モスピラン顆粒（溶） 2000倍 前日まで 3回以内

下 灰星病 スコア顆粒（水） 2000～3000倍 前日まで 2回以内

灰星病 ナリアＷＤＧ 2000倍 前日まで 2回以内

シンクイムシ類 スカウトフロアブル 2000倍 前日まで 3回以内

灰星病 ロブラール（水） 1000～1500倍 前日まで 3回以内

アブラムシ・シンクイムシ類 アディオンフロアブル 1500倍 前日まで 2回以内

8 中 カイガラムシ類 モスピラン顆粒水溶剤 2000倍 前日まで 3回以内

9

黒斑病 ICボルドー412 30倍 ʷ ʷ

11
12

※注意：石灰硫黄合剤とチオノックフロアブル及びトモノールＳは混用しないこと。

★補足・・トモノールＳの代用として「キング95マシン」を希釈倍率：12～14倍で散布しても良い。

成木における施肥例（ｋｇ/1a)

基肥 追肥 礼肥

11～12月 3月 8～9月

BM有機果樹専用 9 9

果樹専用1号 5 3 2

苦土石灰 12 12

1～3年生は上記の2割程度、4～6年生は上記の6割程度とする。

土づくりɻ基準設計（ｋｇ/1a)ɻ10月～12月

肥料の種類 施用量

完熟堆肥 200

BMようりん 6

FTE 0.6

定植年（植付前）は、上記肥料に加え苦土石灰14ｋｇを施用する。
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結実安定対策

人工授粉


